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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年11月期第３四半期 4,551 △1.7 104 92.9 192 73.0 160 65.8

2023年11月期第３四半期 4,631 △14.3 54 △83.6 111 △70.7 96 △64.3

（注）包括利益 2024年11月期第３四半期 141百万円（13.0％） 2023年11月期第３四半期 125百万円（△61.0％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年11月期第３四半期 175.86 －

2023年11月期第３四半期 102.08 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年11月期第３四半期 7,873 3,282 39.8 3,499.20

2023年11月期 7,543 3,219 41.1 3,292.63

（参考）自己資本 2024年11月期第３四半期 3,136百万円 2023年11月期 3,098百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭
2023年11月期 － 0.00 － 25.00 25.00

2024年11月期 － 0.00 －

2024年11月期（予想） 25.00 25.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,250 4.2 20 － 70 84.9 96 162.1 101.54

１．2024年11月期第３四半期の連結業績（2023年12月１日～2024年８月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2024年11月期の連結業績予想（2023年12月１日～2024年11月30日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年11月期３Ｑ 1,019,700株 2023年11月期 1,019,700株

②  期末自己株式数 2024年11月期３Ｑ 123,315株 2023年11月期 78,660株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2024年11月期３Ｑ 911,288株 2023年11月期３Ｑ 946,827株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提と

なる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定

性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、実質賃金の前月比マイナスが長く続いたことで個人消費が伸

び悩み景気回復は足踏み状態にありましたが、好調なインバウンド需要と底堅い企業の設備投資により緩やかな持

ち直しに転じました。今後については、長期化したロシアのウクライナ侵攻、イスラエルと周辺諸国との武力衝突

の激化、東アジア地域の地政学的リスク、国内外の政治の不安定化などのリスク要因により先行きを見通すのが困

難な状況が続いております。

国内の農業を取り巻く環境に関しましては、改正食料・農業・農村基本法が５月末に成立し、これに関連する３

法案（「食料供給困難事態対策法」「農振法等改正法」「スマート農業技術活用促進法」）も６月に成立しました。食

料安全保障や国内農業の重要性について関心が高まることが期待されますが、耕地面積や新規就農者数が増加に転

じるには相当な時間を要するものと思われ、国内の農業を取り巻く厳しい状況は続いております。

このような状況のもと、当社グループでは従来からの地域密着を基本に、水稲用殺虫剤「スクミノン」、園芸用

殺虫剤「サンケイ コテツベイト」および食品由来物質を用いた「サンクリスタル乳剤」、「ハッパ乳剤」などの

食用作物用独自開発品ならびに環境と樹木への負荷を軽減した樹幹注入剤「ウッドスター」などの緑化用独自開発

品に加え、総合防除による環境保全型農業への推進、森林や公園・ゴルフ場等の緑化防除事業ならびに不快害虫防

除薬剤の開発と防除事業などに注力するとともに受託生産にも努めて工場の操業度向上を図ってまいりました。

これらの結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は4,551百万円（前年同期比80百万円、1.7％減)となりまし

た。損益面では営業利益は104百万円（前年同期比50百万円、92.9％増）、経常利益は192百万円（前年同期比81百

万円、73.0％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は160百万円（前年同期比63百万円、65.8％増）となりま

した。

当社グループの事業は単一セグメントでありますが、製品の用途別売上は以下のとおりとなりました。

殺虫剤は園芸用が減少し売上高は2,397百万円（前年同期比21百万円、0.9％減）、殺菌剤は水稲用が増加し売上

高は498百万円（前年同期比21百万円、4.5％増）、殺虫殺菌剤は園芸用が増加し売上高は322百万円（前年同期比

49百万円、18.2％増）、除草剤は園芸用が減少し売上高は460百万円（前年同期比113百万円、19.9％減）、その他

は園芸用が増加し売上高は363百万円（前年同期比33百万円、10.0％増）、農薬以外は減少し売上高は509百万円

（前年同期比48百万円、8.7％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は7,873百万円で、前連結会計年度末に比べ330百万円の増加となりまし

た。これは主に電子記録債権の増加によるものであります。

　負債は4,591百万円で、前連結会計年度末に比べ267百万円の増加となりました。これは主に長期借入金の増加

によるものであります。

　純資産は3,282百万円で、前連結会計年度末に比べ62百万円の増加となりました。これは主に利益剰余金の増

加によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2024年11月期通期の連結業績予想は、2023年11月期の決算発表時（2024年１月15日）の業績予想からの変更はあ

りません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2023年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,644,356 1,664,740

受取手形及び売掛金 1,062,107 1,040,835

電子記録債権 715,160 1,056,156

商品及び製品 1,202,412 1,200,684

仕掛品 46,049 44,376

原材料及び貯蔵品 396,816 464,040

その他 111,290 48,466

貸倒引当金 △1,491 △993

流動資産合計 5,176,701 5,518,306

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 398,408 387,566

機械装置及び運搬具（純額） 212,530 188,903

土地 443,337 436,790

リース資産（純額） 47,811 59,072

その他（純額） 29,615 30,797

有形固定資産合計 1,131,704 1,103,131

無形固定資産

ソフトウエア 400 －

その他 260 255

無形固定資産合計 660 255

投資その他の資産

投資有価証券 1,048,545 1,043,428

繰延税金資産 98,187 116,385

その他 99,358 103,693

貸倒引当金 △11,538 △11,538

投資その他の資産合計 1,234,553 1,251,968

固定資産合計 2,366,917 2,355,355

資産合計 7,543,619 7,873,662

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

- 3 -

サンケイ化学㈱　（4995）　2024年11月期　第３四半期決算短信



（単位：千円）

前連結会計年度
(2023年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年８月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 779,214 857,743

１年内返済予定の長期借入金 777,422 742,481

リース債務 19,033 20,937

未払法人税等 6,927 62,105

賞与引当金 17,874 58,708

返金負債 154,926 167,452

未払賞与 89,630 －

その他 272,433 260,142

流動負債合計 2,117,461 2,169,570

固定負債

長期借入金 1,496,712 1,687,148

リース債務 33,500 44,030

退職給付に係る負債 353,814 359,396

役員退職慰労引当金 88,500 95,400

長期預り保証金 233,949 235,660

固定負債合計 2,206,476 2,421,635

負債合計 4,323,938 4,591,205

純資産の部

株主資本

資本金 664,500 664,500

資本剰余金 296,735 296,808

利益剰余金 2,001,282 2,138,023

自己株式 △89,138 △141,707

株主資本合計 2,873,379 2,957,624

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 225,118 179,007

その他の包括利益累計額合計 225,118 179,007

非支配株主持分 121,182 145,824

純資産合計 3,219,680 3,282,456

負債純資産合計 7,543,619 7,873,662
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2022年12月１日
　至　2023年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年12月１日

　至　2024年８月31日)

売上高 4,631,619 4,551,199

売上原価 3,594,302 3,471,787

売上総利益 1,037,317 1,079,411

販売費及び一般管理費 983,057 974,757

営業利益 54,259 104,654

営業外収益

受取利息及び配当金 14,964 16,490

受取賃貸料 2,257 2,528

受取保険金 2,239 67

倉庫保管料 4,201 5,473

奨励金収入 － 11,200

持分法による投資利益 39,596 60,412

その他 7,382 7,218

営業外収益合計 70,642 103,391

営業外費用

支払利息 12,416 15,132

その他 1,378 658

営業外費用合計 13,794 15,791

経常利益 111,107 192,254

特別利益

固定資産売却益 682 64,362

投資有価証券売却益 16,467 －

特別利益合計 17,149 64,362

特別損失

固定資産除却損 1,212 831

特別損失合計 1,212 831

税金等調整前四半期純利益 127,044 255,784

法人税等 26,884 64,217

過年度法人税等 － 3,442

法人税等合計 26,884 67,659

四半期純利益 100,159 188,125

非支配株主に帰属する四半期純利益 3,506 27,858

親会社株主に帰属する四半期純利益 96,653 160,266

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2022年12月１日
　至　2023年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年12月１日

　至　2024年８月31日)

四半期純利益 100,159 188,125

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 19,975 △41,499

持分法適用会社に対する持分相当額 5,432 △4,775

その他の包括利益合計 25,408 △46,275

四半期包括利益 125,567 141,850

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 121,848 114,155

非支配株主に係る四半期包括利益 3,718 27,694

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用につきましては、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

なお、法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示しております。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自　2022年12月１日　至　2023年８月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　

2023年12月１日　至　2024年８月31日）

　当社グループは農薬の製造販売、ならびに農薬に関連した防除作業を事業内容としており、事業区分が単一

セグメントのため記載しておりません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第３四半期連結累計期間（自　2023年12月１日　至　2024年８月31日）

当社は、2024年３月６日開催の取締役会決議に基づき、自己株式44,600株の取得を行いました。当第３四半期

連結累計期間において自己株式が52,568千円増加し、当第３四半期連結会計期間末において自己株式が141,707千

円となっております。

（継続企業の前提に関する注記）

　　該当事項はありません。

前第３四半期連結累計期間
（自  2022年12月１日

至  2023年８月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  2023年12月１日

至  2024年８月31日）

減価償却費 83,753千円 93,125千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであります。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2024年10月５日

サンケイ化学株式会社

取締役会　御中

監査法人

かごしま会計プロフェッション

鹿児島県鹿児島市

指定社員
業務執行社員

公認会計士 西　洋一

指定社員
業務執行社員

公認会計士 森　毅憲

監査人の結論

　当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられているサンケイ化学株式会社の2023年12月１日から2024年11

月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2024年６月１日から2024年８月31日まで）及び第３四半期連結累

計期間（2023年12月１日から2024年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半

期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、証券会員制法人福岡証券取引所の四半期

財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されてい

ないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、ま

た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判

断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査等委員会の責任

　経営者の責任は、証券会員制法人福岡証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める

記載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による

重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが

含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、証券会員制法人福岡証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項

に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開

示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象に含まれていません。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・  継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、証券会員制法人福岡証券取引所

の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関す

る会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠し

て作成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不

確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又

は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付

結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠

に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・  四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、証券会員制法人福岡証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第

１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等

の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が

認められないかどうかを評価する。

・  四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項に

ついて報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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